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帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 自動車移動については、西地区・東を中心とした移動が見られており、都心間や稲田地区への移動も
多く見られます。

 また、西地区・東～北地区、西帯広地区・南～西帯広地区・北の移動も見られます。

１．道路交通
（１）自動車トリップの現状
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出典：令和4年度 帯広圏パーソントリップ調査
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帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

国道38号×国道241号交差点

音更大通
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鈴蘭新通
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 秋期平日朝ピーク時（7時台～9時台）における旅行速度を見ると、国道38号×国道241号交差点部、鈴
蘭新通、稲田通、国道38号×国道236号交差点部、帯広駅前で速度低下が発生しています。

 また、音更大通では旅行速度20～30km/h、共栄通では一部区間20km/h以下など、速度低下が生じてい
ます。

１．道路交通
（２）渋滞：旅行速度

＝秋季 平日 朝ピーク＝
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出典：2022年10月ETC2.0旅行速度集計データ

【旅行速度とは】
旅行速度とは、区間の走行距離を、走行する
のに要した時間（信号待ちや交通渋滞による
停止時間も含む）で除した値。



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会
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出典：2022年10月ETC2.0旅行速度集計データ

 秋期平日夕方ピーク時（17時台～19時台）における旅行速度を見ると、国道38号×国道241号交差点部、
鈴蘭新通、稲田通、国道38号×国道236号交差点部で速度低下が発生しています。

 また、音更大通では旅行速度20～30km/h、共栄通では一部区間20km/h以下など、速度低下が生じてい
ます。

【旅行速度とは】
旅行速度とは、区間の走行距離を、走行する
のに要した時間（信号待ちや交通渋滞による
停止時間も含む）で除した値。

１．道路交通
（２）渋滞：旅行速度

＝秋季 平日 夕方ピーク＝



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会 4

出典：2019～2022年10月ETC2.0旅行速度集計データ

 令和2年3月の共栄通の整備の影響を確認するため、2019年から2022年10月夕方ピークの旅行速度を見
ると、並行路線である弥生新道や国道236号の旅行速度上昇効果が確認できます。

 反面、鈴蘭新通に自動車が集中し、旅行速度低下を招いている状況がみられます。

2019年10月：平日夕方ピーク 2022年10月：平日夕方ピーク

共栄通

鈴蘭新通の
速度低下

国道236号の
速度低下

弥生新道の
速度低下

１．道路交通
（２）渋滞：旅行速度

＝道路整備による変化＝

国道236号の
速度改善

弥生新道の
速度改善



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

１．道路交通
（２）渋滞：旅行速度

＝秋季 平日 17時台＝
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出典：2022年10月ETC2.0旅行速度集計データ

 時間帯別に旅行速度の低下がみられる道路を確認するため各時間帯毎に旅行速度を見ると、平日17時
台において、国道241号×道道帯広新得線交差点部、道道帯広新得線側で旅行速度20km/h未満、20～
30km/hの速度低下が確認できます。

道道帯広新得線

【旅行速度とは】
旅行速度とは、区間の走行距離を、走行する
のに要した時間（信号待ちや交通渋滞による
停止時間も含む）で除した値。
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帯広駅前
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 買い物頻度はいずれの品目もコロナ前よりも若干頻度が低下している状況です。

 一方で通院の頻度に変化はありません。

１．道路交通
（３）コロナによる変化
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出典：令和4年度 帯広圏個人意識調査
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 通勤・通学ではほぼ毎日の割合がコロナ前と比較して若干低下している状況ですが大きな変化はあり
ません。

 私用の移動もコロナ前後で若干の変化は見受けられますが、大きな変動はありません。

１．道路交通
（３）コロナによる変化
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出典：令和4年度 帯広圏個人意識調査
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帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 勤務状況について、時差出勤は変化が無い一方で、在宅勤務やオンライン会議は現状の方が頻度の増
加がみられ、特にオンライン会議では「全くない」の割合が約16ポイント減少しています。

 出張についても、現在の方が頻度の低下が見受けられます。

１．道路交通
（３）コロナによる変化
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出典：令和4年度 帯広圏個人意識調査
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帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 2024年問題を契機とした労働時間規制によって、通勤・通学時間帯への物流業務関連交通の流入、及
び交通混雑などが引き起こされる可能性が懸念される状況です。

 賃金や労働時間から担い手の確保が難しい状況となっており、物流業務の維持が課題となります。

１．道路交通
（４）物流対策

9

（上限規制）労働時間が規制される （自動車運輸事業）慢性的な長時間労働、人手不足

物流
課題

● トラック運送事業者

 これまでの物流を維持するためには、ドライバー
の増員が必要だが、なり手が不足している

 少子化によるドライバー確保が困難

 ドライバーの収入減少

 長距離輸送が難しい

 サービスの低下

 ドライバーの収入格差

● 荷主・消費者

 荷物が指定日に届かない、送れない

 水産品などの新鮮なものが手に入らない

＜トピック＞渋滞の発生が懸念

現 状 2024年

 賃金の高い深夜労働や時間外労働が減り、朝夕の通勤・通学
時間帯の渋滞が深刻になることが懸念されています

通勤・通学
時間帯を避
けた配送

（出典：事業者ヒアリング）

2024年問題とは …
2024年4月1日以降、自動車運転業務（トラック運転手、バス・タクシー運転手等）の
時間外労働の上限規制が設けられることによって生じる問題の総称

通勤・通学
時間帯に入
り込み渋滞

トラックドライバーの賃金【令和3年度】

出典：事業者ヒアリング、公益社団法人 全日本トラック協会
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 自転車の移動時間は、30分未満までで約8割となっていますが、反面、40分以上の長距離トリップが約
２割存在している状況です。

 帯広市を中心とした３町間の移動でも、自転車利用がみられます。

１．道路交通
（５）自転車流動の把握

出典：令和4年度 帯広圏パーソントリップ調査
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 自転車移動では、都心と西地区・東を結ぶ移動が多い状況となっており、西地区・西を中心とした周
辺地域への移動も多く見られています。

１．道路交通
（５）自転車流動の把握
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出典：令和4年度 帯広圏パーソントリップ調査

自転車の移動実態【全目的】
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 高校生・大学生・専門学生の自転車による通学状況では、稲田地区～帯広南地区間が多くなっており、
西地区や東地区への地域間移動も多い状況です。

 芽室本町や芽室郊外と西帯広地区・南の地区間移動も多く見られます。

１．道路交通
（５）自転車流動の把握
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出典：令和4年度 帯広圏パーソントリップ調査

通学者（高校生以上）の自転車移動実態



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 災害時における事業者間の連携は、道路については災害時通行止めにおける代替路の設置（高速道路
通行料の無料措置）や、雪害時には道路管理者間連携による計画的な通行止め、公共交通については、
ＪＲ運休時の代替バスの運行や、バス車両を使用した電力供給実施の協定締結などが行われています。

２．防災
（１）災害時交通事業者間の連携

13

災害時の事業者間連携【道路・物流】 災害時の事業者間連携【公共交通】

連携内容・事例連携事業者内容

平成28年台風10号による国道
274号日勝峠の被災を受け、
通行止になった際に、道東道
の土砂災害被害を24時間で啓
開し、国道から占冠IC～音更
帯広ICへの代替路（無料）を
設置した。

NEXCO・国自然災害による被害

車のスタックや被害者を出さ
ないために高速道路、国道、
道道を通行止にし、回復次第、
通行させるといった連携をし
た。

NEXCO・国・
北海道

大規模な雪害

令和5年6月に大規模災害時に
十勝港を活用した支援物資の
搬入を行う事を想定した災害
支援協定を締結

広尾町・物流
事業者

支援物資の搬入

連携内容・事例連携事業者内容

JRの運休時、代替バスの運行
やバスの増便について、バス
事業者と連携し運行

JR北海道・バ
ス事業者

JR運休時の連携

災害発生時に道の駅おとふけ
へバス車両を持っていき、避
難所として電力供給（充電、
暖房、情報受信等）の協定に
ついて締結

音更町・拓殖
バス㈱

災害時における道の
駅おとふけへの車両
設置

災害等で飛行機が欠航し、空
港に滞留者が発生した場合に、
交通事業者が輸送手段の提供
を行う協定を令和3年11月に
締結

HAP・十勝バ
ス㈱・拓殖バ
ス㈱・十勝地
区ハイヤー協
会

災害時のとかち帯広
空港の滞留者解消

出典：令和5年度 帯広圏事業者ヒアリング調査



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 帯広市・幕別町では市街地内においても３ｍ未満の浸水区域が指定されており、２階建て以上の建物
などへの避難想定が必要となっています。

２．防災
（２）防災に資する道路整備

ハザードマップの整理
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出典：国土数値情報をもとにGISで再現

拡大図



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 防災備蓄庫は帯広市に3箇所、幕別町に4箇所、芽室町に1箇所設置されています。

 物資の搬入ルート等を踏まえた、災害時の交通機能の確保も重要な視点と考えられます。

２．防災
（２）防災に資する道路整備

15

防災備蓄庫の整理

出典：国土数値情報をもとにGISで再現



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 市内地内では緊急避難場所（避難所）が設置されており、災害時の避難想定の下で道路網との連携に
よる安全・安心な地域社会の構築が必要です。

２．防災
（２）防災に資する道路整備

16

避難場所の整理

出典：国土数値情報をもとにGISで再現

拡大図



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 帯広都市圏では日勝峠の道路洗堀による道央圏との移動の一時的な断絶や雪害による道路の通行止
め・公共交通の運休を経験しており、国や北海道をはじめ関係機関との連携による災害に強い地域づ
くりの実現が必要です。

２．防災
（２）防災に資する道路整備
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出典：帯広市「平成28年台風10号による災害対応の検証結果」（平成29年５月）を基に作成

平成２８年８月 台風被害の状況

令和４年１月 雪による災害状況

【被災の概要】
平成28年8月、北海道への相次ぐ台風の上陸及び接近に当たり、河川氾

濫・土砂災害等が発生し、北海道内では最大避難者数は１万１，１７０人
にのぼった。国管理河川の石狩川水系の空知川、十勝川水系の札内川が決
壊したほか、十勝川水系の猿別川、利別川、音更川についても内水氾濫が、
道管理河川の 19 河川でも決壊、溢水、越水が発生し、近隣の住家や農業
用施設への被害の他、道路・橋梁、鉄道等の社会インフラへの被害も大き
く、住民の生活に甚大な影響を及ぼした。

国道274号（日勝峠）の道路洗堀 帯広市内の住宅街

【被災の概要】
急速に発達する低気圧の影響で、十勝管内は１１日午後から１２日早朝にかけて、強い雪が降り続け、２４時間降雪量は帯広で統計開始以降、１

月の過去最多となるなど、管内全域で記録的な降雪量となった。
十勝管内では高速道路２路線、国道４路線、道道１路線が通行止めとなり、公共交通機関は運休が相次いだ。

【被災の概要】
湿った重い雪の影響で倒木や電線等への着雪が多発し、停電や電話の不通が発生。帯広市内では 23 日午前０時から 25 日夕方までの間に、農村

地区を中心に述べ約 900 戸が停電。電話の不通は延べ約 500 件。十勝管内で高速道路３路線、国道４路線、道道８路線が一時通行止めとなり、鉄
道の運休、航空機の欠航など交通にも支障が生じた。

令和４年１２月 雪による災害状況

出典：帯広市地域防災計画（一般災害対策編）令和５年２月

出典：帯広市地域防災計画（一般災害対策編）令和５年２月



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 歩きやすさは問題ないが７割強となっていますが、危険を感じる・歩道が狭い・路面状況が悪いに対
する意見もみられます。

 買い物時の移動手段は、30・40代の子育て世代で11.8%、高齢者で18.7％が徒歩、通院は高齢者では
10.8%が徒歩と回答しており、安心して移動できる環境整備も重要な視点と考えます。

バリアフリー
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歩きやすさ 食料品・日用雑貨の移動手段

通院の移動手段

11.5%

11.5%

1.3%

11.8%

72.5%

0.0% 40.0% 80.0%

歩道が狭い

路面状況が悪い

路上駐車が多い

危険を感じることがある

問題ない

(N=3,145)

84.1%

25.5%

0.3%

0.1%

3.5%

0.4%

11.8%

0.0%

0.1%

67.0%

27.1%
2.1%

0.1%

7.6%

2.7%

18.7%

0.4%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車（自分が運転）

自動車（家族等の運転）

バス

JR

自転車

タクシー

徒歩

自動二輪車

その他

30・40代(N=965) 65歳以上(N=3,249)

80.0%

13.2%

5.1%

0.2%

3.9%

2.4%

8.1%

0.0%

0.5%

64.0%
20.9%

8.9%
0.6%

4.4%

6.7%

10.8%

0.1%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自動車（自分が運転）

自動車（家族等の運転）

バス
JR

自転車

タクシー

徒歩

自動二輪車

その他

30・40代(N=409) 高齢者(N=3,432)



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 帯広市中心部はおおよそ点字ブロックがネットワーク化されているものの、歩道と同系色や敷設の位
置、舗装の種類などにおいて課題が見受けられます。

 今後の高齢社会や子育て世代の生活しやすい環境づくりとして歩行空間のバリアフリー化の推進が求
められているため、重要な視点と考えます。
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ハード整備の課題

点字ブロックが周囲の平板と同系色
で、視覚障がい者には判別しづらい

歩道の端に点字ブロックが整備されており、
通行時に沿道の支障物件が無いか懸念

インターロッキングブロックや平
板のため、肢体障がい者や車いす
利用者の支障になるか懸念

バリアフリー



帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会

 新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者が大幅に減少しました。現状においては、コロナ前
の8割程度の戻りとなっています。

３．公共交通
（１）コロナ禍の公共交通利用者

20

出典：令和4年度 帯広圏パーソントリップ調査

コロナによる公共交通への影響 公共交通利用者【路線バス】

現状の影響コロナ禍の影響事業者

・コロナ前と比較して8割程度回復
・観光需要は一定数回復
・ビジネス利用者は回復しないと考
えている。

・コロナ前と比較し
て3割減少
・ビジネスでの利用
者減少

十勝バス
㈱

・コロナで減少した2割を戻す事よ
りも、現状の8割を維持していくこ
とが困難になる状況
・コロナ前まで定期券を購入してい
た方が回数券やQR決済に移行

・コロナ前と比較し
て3割減少
・5割減少した路線も
あった

拓殖バス
㈱

・5類以降は売上が回復したが、8割
が上限
・令和5年5月の運賃改定で売上が、
9割まで回復
・乗務員は下げ止まりの状況

・コロナピーク時、
売り上げが半減
・転職や離職によっ
て乗務員117人減少

十勝地区
ハイヤー
協会
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帯広圏における計画課題について 【令和５年度 帯広圏総合都市交通体系調査】第２回 協議会
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バス便数構成比 発生割合 集中割合

 自動車を利用する理由をみると、いずれの移動目的においても『車が便利だから』が多くなっていま
す。一方、『バス・ＪＲが不便』とする回答が約３割となっています。

 次いで通勤・通学ではバス・ＪＲでは行けないが高く、通院と私用では他に立ち寄るところがあるか
らからが比較的高くなっています。

 時間帯別トリップ数と便数を重ねると、オフピークのバス便数が多く、夕方ピークのバス便数が少な
いことも想定されます。

３．公共交通
（２）移動支援の実態

自動車を利用する理由
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出典：令和4年度 帯広圏パーソントリップ調査

時間帯別トリップ数×便数

出典：令和4年度 帯広圏個人意識調査

30.5%

19.6%

5.6%

8.0%

83.9%

17.5%

4.2%

11.5%

3.3%

25.6%

10.0%
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9.6%

84.5%

20.1%

14.6%

14.5%

2.9%

28.1%

15.2%

6.7%

8.7%

88.1%

24.5%

8.5%

12.9%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス・JR は不便だから

バス・ JR では行けないから

バス・ JR より割安だから

バス・JR で乗り継ぎが発生す

るから

車が便利だから

他に立ち寄る所があるから

家族等が送迎してくれるから

タクシーは料金が高いから

その他

通勤・通学(N=2,412) 通院(N=3,162) 私用(N=2,933)




